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1990年 1994年 1997年 群間差
n 221 1192 189
年齢 18.1±0.3yrs 18.1±0.4yrs 18.0±0.0yrs
身長 158.1±4.7cm 158.1±4.9cm 157.8±5.1cm
体重 51.6±6.4kg 50.9±6.5kg 51.2±6.3kg
BMI 20.65±2.16 20.35±2.28 20.55±2.27
反復横とび 39.0±3.6回 39.7±3.6回 38.4±3.6回 **
垂直跳び 41.5±6.2cm 42.3±5.7cm 41.0±5.8cm **
背筋力 83.6±19.9kg 81.3±18.3kg 77.4±18.6kg **
握力 27.1±4.8kg 26.2±4.3kg 25.9±4.8kg *
立位体前屈 13.9±6.3cm 11.7±7.0cm 12.3±6.5cm **
踏台昇降運動 60.2±10.7 62.1±10.9 62.4±11.3
*p<.05　**p<.01
表３　1999年～2010年における対象者の年齢，体格，および体力の比較
1999年 2003年 2007年 2010年 群間差
n 354 780 247 766
年齢 18.1±0.6yrs 18.1±0.5yrs 18.1±0.5yrs 18.2±0.6yrs
身長 158.2±5.0cm 158.1±5.1cm 158.0±5.5cm 158.0±5.1cm
体重 52.0±7.2kg 52.0±7.2kg 51.5±6.6kg 51.4±6.4kg
体脂肪率 26.61±5.43% 25.24±4.48% 25.97±4.39% 25.94±4.74% **
BMI 20.84±2.72 20.53±2.26 20.54±2.21 20.41±2.08 *
握力 26.0±4.2kg 25.6±4.5kg 24.9±4.4kg 26.0±4.2kg **
上体起こし 15.8±3.9回 19.0±5.0回 20.6±5.0回 22.0±5.3回 **
長座体前屈 46.5±9.7cm 45.8±10.3cm 44.5±9.2cm 46.3±9.9cm
反復横とび 42.1±7.4回 43.6±4.8回 44.8±6.7回 48.0±4.8回 **
20m シャトルラン 49.0±13.7回 48.4±13.3回 47.5±14.1回 52.1±14.5回 **
50m 走 9.30±0.74s 9.25±0.73s 9.51±0.80s 9.28±0.72s **
立ち幅跳び 174.0±19.8cm 173.2±18.4cm 175.5±16.5cm 163.4±23.7cm **














































































































































































































1994年の変化率 1997年の変化率 1994年の変化率 1997年の変化率
身長 100.03％ 99.84％ 背筋力 97.25％ 92.58％
体重 98.74％ 99.30％ 握力 96.68％ 95.57％
BMI 98.55％ 99.52％ 立位体前屈 84.17％ 88.49％





　 体 格 に 関 し て1990年 か ら1997年 ま で の 平
均 値 は 身 長158.1±4.9cm， 体 重51.1±6.5kg，
BMI20.4±2.3であった。1990年の平均値を基
準値100％として経年変化に着目すると，1990
年 比 で 身 長（1994年：100.03 ％，1997年：




















1997年：92.58 ％）， 握 力（1994年：96.68 ％，
1997年：95.57 ％）， 立 位 体 前 屈（1994年：
84.17 ％，1997年：88.49 ％） で あ っ た。 一
方，増加した項目は踏台昇降運動（1994年：
103.16％，1997年：103.65％）であった。ま































































































































































































身長 99.94％ 99.87％ 99.87％
体重 100.00％ 99.04％ 98.85％
体脂肪率 94.85％ 97.59％ 97.48％
BMI 98.56％ 98.56％ 98.08％
握力 98.46％ 95.77％ 100.00％
上体起こし 120.25％ 130.38％ 139.24％
長座体前屈 98.49％ 95.70％ 99.57％
反復横とび 103.56％ 106.41％ 114.01％
20m シャトルラン 98.78％ 96.94％ 106.33％
50m 走 100.54％ 97.79％ 100.22％
立ち幅跳び 99.54％ 100.86％ 93.91％





±4.4kg， 上 体 起 こ し19.8±5.4回， 長 座 体 前
屈45.9±10.0cm， 反 復 横 と び45.1±6.0回，
20m シ ャ ト ル ラ ン49.7±14.0回，50m 走9.30
±0.74s， 立 ち 幅 跳 び170.1±21.1cm， ハ ン ド






ド ボ ー ル 投 げ（2003年：109.49％，2007年：









2007年：97.79 ％，2010年：100.22 ％）， 立
ち 幅 跳 び（2003年：99.54 ％，2007年：
100.86％，2010年：93.91％）であった。
　各年の平均値について多重比較を行った結
果， 握 力 で は2007年 は1999年，2010年 よ り
有意に低値であった（p<.05）。上体起こしでは
1999年 が2003年，2007年，2010年 よ り 有 意
に 低 値（p<.01），2003年 が2007年，2010年 よ
り有意に低値（p<.01），2007年が2010年より
有意に低値（p<.01）であった。反復横とびでは
1999年 が2003年，2007年，2010年 よ り 有 意
に 低 値（p<.01），2003年 が2007年，2010年 よ
り有意に低値（p<.01），2007年が2010年より
有意に低値（p<.01）であった。20m シャトル
ラ ン で は2010年 が1999年，2003年，2007年
より有意に高値（p<.01）であった。50m 走で
















































反復横とび 44.8 46.2 43.7
垂直跳び 49.7 50.1 49.9
背筋力 46.9 45.7 43.7
握力 47.5 45.8 45.2
立位体前屈 48.5 49.3 49.5












































































握力 47.2 43.9 44.4
上体起こし 44.4 47.2 46.0
長座体前屈 52.0 50.4 46.2
反復横とび 47.8 47.3 47.0
シャトルラン 53.2 51.9 51.8
50m 走 47.5 48.5 44.5
立ち幅跳び 52.8 52.5 53.5
ハンドボール投げ 45.8 50.5 48.6
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要　　約
　本研究では，本学の女子学生１年生を対象とし
て，1990年から2010年までの約20年間における
体力テストの結果の比較によって，体力の推移を
検討した。ただし，1999年よりそれまで実施され
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1990年から2010年における本学女子学生の体力推移と全国標準値との比較
